
 

   広島市東部地区連続立体交差事業の早期実現を求める意見書    

 

 ＪＲ海田市駅周辺地区は，山陽本線及び呉線によって市街地が分断され，踏切遮断によ

る慢性的な交通渋滞，消防救急活動への支障，新たな道路計画への障害が生じるなど都市

機能が著しく阻害されている。これにより，日常生活を送る地域住民だけでなく，この地

区を通過する多くの人々は，長年に渡り大きな負担を強いられている。 

これらの問題を解決するため，広島市東部地区連続立体交差事業が平成１１年に都市

計画決定され，平成１４年に事業認可を受けた。当初計画では平成２７年度に完了するこ

ととなっていたが，平成１９年１月に完成時期が７年延長され，平成２５年度から工事に

着手し，平成３４年度に完了する計画で進められてきた。 

しかし，昨年，広島県は，事業を見直し，海田地区の高架化中止を検討していること

を明らかにした。住民の長年の悲願である高架化が実現されないこととなれば，今後のま

ちづくりにおいて極めて重大な障害となることから，この度，地域住民を挙げて事業の計

画どおりの実施を求める署名活動が行われているところである。 

 住民の代表である議会としても，到底，承服できないものであり，再三にわたり，関係

機関等に対し要望を行ってきたところであるが，ここに，改めて広島市東部地区連続立体

交差事業を計画通り進めるよう強く要望する。 

 

 以上，地方自治法第９９条の規定により，意見書を提出する。 
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